
第３節（１０月～１２月）の重点は、 

【自分を表現する力】課題解決力 

①「ペア・班で学び合える授業」～自分の考えを自信を

持って伝えながら、より良い答えに向かっていきます。 

②「思いやりの花いっぱいになぁ～れ！」～相手を思い

やる心をしっかり伝え、優しい気持ちを伝えます。 

 

潮見が丘小学校 校長 吉 﨑 健 一 

 保護者・地域の皆様、こんにちは。 

 今日で、８４日間の２学期を無事に終えることができました。この間、保護者の皆様・

地域の皆様の温かい応援とご協力をいただき、おかげさまで子ども達も大きく成長

することができました。心から感謝申し上げます。 

 師走を迎え、２０２４年も後わずかとなりました。例年にない師走の大雪に除雪疲れ

の毎日かと思います。振り返ってみれば、今年も災害の多い一年となってしまいまし

た。大きな災害が起こると、まずは命を守ることが最優先ですが、その後の復興に大

変時間がかかります。その中で心が折れてしまったり…。 

 日本中どこであっても、希望の光を灯し、元気を分けてくれるのが子ども達の笑顔

です。潮小の児童会が、「学校をみんなの思いやりでかざろう」と、とってもとっても

素敵なツリーを作ってくれました。オーナメントは「自分がうれしかったこと」を書いた

Xmasメッセージです。いくつか紹介します。 

 

 

 

 

 

 

子ども達の心の中にたくさんの「思いやりの花」と「頑張ってできるようになってう

れしい」という気持ちが芽生えたようです。３節の重点目標は「自分を表現する力」を

育てる事でした。４節は「チャレンジする力」を育てることです。「自立の力」の総決算。

そんな２０２５年を目指して頑張っていきます。穏やかな年の瀬、年始になりますよう

に…。保護者地域の皆様も、よいお年を…。 

 

        

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

令和６年 

１２月２５日 

ＮＯ.６３８ 

◇校風(校訓)  思いやり 

◇教育目標  しっかり学び考える 

       おもいきり挑戦する 

       みんなも自分も大切にする 

◇めざす学校の姿 明日も行きたい大好きな学校 

～安心できる場所があり、力を伸ばすことができる学校～ 

 

1 日（水） 元日 冬季休業(～1/14) 

      学校閉庁日(～1/7)  

１３日（月） 成人の日 

１４日（火） 5 年冬休みグングン 

１５日（水） 街頭指導 始業式 4 時間授業 

１６日（木） 短縮日課 

１７日（金） 短縮日課 

２１日（火） 短縮日課 

２２日（水） ２～４年スキー学習 

２３日（木） 短縮日課 フッ素 児童会委員会 

２４日（金） 体育帽子持ち帰り 

新１年生体験入学① 

２８日（火） 短縮日課 

２９日（水） ６年バイキング給食 

       全校遊び（昼休み） 

３０日（木） 短縮日課 フッ素 

       ６年潮中体験入学・入学説明会 

３１日（金） ２～４年スキー学習 

■潮小 HP にも月行事予定を掲載しております。 

スクールガードさんたちへ、ありがとう！ 

 １２月１０日に、いつもお世話になっているスクールガードさんや児童センター

の方をお招きして、感謝の会をおこないました。子どもたちのお礼のメッセージ

を手渡すと、皆さんからも「いつも元気にあいさつをしてくれて、元気をもらっ

ています」と言っていただきました。 

「スクールガードの人数も減っている」とのことですが、交通安全だけではな

く、不審者から子どもたちを守る役割も持つスクールガードです。保護者の皆さ

んも可能な範囲で子どもたちの登下校を見守ってくだされば、これほど心強い

ことはありません。例えば、朝少しの時間でもご自宅の前を通る子どもたちとあ

いさつを交わしていただくだけでも、ありがたいです！ 

『学校をみんなの思いやりでかざろう』

「今、そこにある危機」 子どもたちをネットから守る！ 

 １１月２９日に、吉﨑校長を講師として PTA 主催の研修講座が開かれました。

ゲームアプリや SNS、ネット動画など、一度手にするとその便利さや楽しさで大

人でも手放せなくなるスマホですが、今回の研修ではその危険性と、子どもたち

をどうやってネットトラブルから守るかについて学びました。とはいっても、まず

はご家庭で、お子さんがどんな使い方をしているかを把握し、どんな約束をして

いるか、が重要です。今回はあるコミュニケーションアプリを例として参加者で

使ってみましたが、どのアプリはどんなことができるのかを大人も理解した上

で、どこまで子どもに使い方を任せるのか、を考えていかなければなりません。 

 子どもたちが様々なトラブル 

を未然に回避し、楽しく使いこ 

なしていくためには、私たちが 

どれだけその危険性を自覚し、 

対策を立てることができるか 

だと思います。 

北海道いじめ問題等対策連絡協議会主催 

令和６年度「絆づくりメッセージコンクール」 

ことば・メッセージ個人部門【小学生の部】 宗谷管内最優秀賞 

＜「どうしたの？」 言葉ひとつで 救われる＞ 

６年 亀谷 琉花 さん 

第３節「振り返りアンケート」お願いします！ 

 安全安心メールでもお知らせしておりますが、現在第３節「振

り返りアンケート」を実施中です。１月７日（火）までの回答期間

で、ぜひ全保護者の皆様からお答えいただきたいと想います。 

よろしくお願いします！ 

→ https://forms.gle/g1odj92dYyzmKpje8 

・べんきょうできてうれしい ・みんなとともだちになれてうれしい  

・ともだちがなやんでいるときにはなしをきいてくれました  

・ありがとうと言われたのがうれしかったです ・係活動をてつだってもらった時  

・ピアノが上手だねと言ってくれました ・九九のめんきょしょもらったーいぇーい  

・九九のテストでおもてうらまん点とれてうれしかった  

・てぶくろひろってくれたこと 

・ともだちにやさしいねって言われてうれしかった  

・プラスワンノート 2さつめになったぞーーー！3さつめめざしてがんばるぞー！  

・わたしはさいきん算数ができるようになってうれしいです  

・そうじの時にバケツを持ってくれてうれしかったです  

・かん字をしゅうちゅうしてがんばってかん字もわかってきてうれしかったです  


